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３月 14日（木）、体育館で、来年度、就職説明会や総合型選抜入試

のエントリーに向かう 2年生を対象に、進路模擬面接を実施しました。

生徒は 6班に分かれて、入退室等の礼法や簡単な受け答えについて、お

互いに確認しあいました。 

○進路模擬面接（２年）○ 

３月 22日（金）、体育館で令和５年度修了式、離任式が行われ

ました。修了式では、３月 17日（日）に開催された第 46回高校

学年別バドミントン大会兼 FD杯女子 2部で優勝した 2年の岸本

さんが表彰されました。校長講話では、「学び、成長すること」に

ついてお話がありました。その後の離任式では、大橋校長、荒川教

諭、中込専門主任主事の 3 名が鷹栖高校を離れることになり、生

徒会生徒から花束を受け取り、花道を抜けていきました。 

                   

 

 

3月 8日（金）、14日（木）、1年生を対象とした介護に関する入

門的研修が実施されました。介護業務に関わる基本的知識及び技能を

学び、介護分野への興味・関心を高めることを目的として、鷹栖町社会

福祉法人さつき会から講師をお招きし、講義や体験活動を行いました。

研修終了後、生徒たちは修了書を受け取りました。 

 

○介護に関する入門的研修(１年)○ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「慶應大学飯盛研究室による２年生探究授業」 
３月 19日（火）、慶應義塾大学飯盛研究室の落合さん、加藤

さん、田中さん、竹本さんの４名が来校し、２年生を対象に「日

常を探究の視点で見ることで、ワクワクした毎日を送ろう」をテ

ーマに探究の授業を行っていただきました。生徒は、多様な視点

で見て考察することにより、深い学びや新しい発想につながる

ことを、校内を探検しながら体験的に学習しました。 

授業終了後、参加した生徒たちは、「わかりやすく楽しい授業

でした。」「視野を広げることができた。」「日常に疑問を持ち、理

由を求めるのが大切だとわかった。」と感想を述べていました。 

【大橋 一夫 校 長 （役職定年、異動先 札幌英藍高校）】 
新たな経験をした２年間でした。学校では、特に 3 年生の有志と一緒に学校

祭の舞台に出たことは、担任を持った時もできなかった経験でした。また、鷹栖

町民としても温かく受け入れていただきました。町 Labo のミュージカルや登

録有形民俗文化財に指定された鷹栖の馬具をモチーフにした演劇。鷹栖町図書

室での絵本の読み聞かせなどに参加させていただきました。感謝しかありませ

ん。ありがとうございました。 

【荒川 道久 教 諭 （異動先 旭川永嶺高校）】 
たった１年と、とても短い間でしたが、大変お世話になりました。およそ 30

年ぶりに勤務した一間口校は、予想通り、一挙手一投足が常に生徒と共にあり、

充実した毎日でした。担当した授業も、生徒会活動も、日常の生活も、今までの

何十年分かが凝縮されたものでした。４月からはまた、少し大きな高校に異動

となりますが、この経験を、残りの教員生活でもう一度生徒に還元したいと思

います。お世話になりました。 

【中込  葵 専門主任主事 （異動先 旭川北高校）】 
もう８年？というような毎日でした。育児休業明けの私を、鷹栖高校のみな

さんは温かく見守ってくださいました。そして、なにより生徒たちの可愛いこ

と！「がんばれ！」といつも我が子のように応援していました。 

大好きな鷹栖高校をとても離れがたいのですが、この度のご縁に感謝し、旭

川北高校へ異動します。今まで本当にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月 20日（水）、鷹栖町ふら

っとにおいて、令和５年度ゴー

ルドコースト友好訪問出発式が

行われました。鷹栖高校からは、

２年の田口さんと、福田さんが

10日間の訪問に参加しました。 

ホームステイをし

ながら、ナレン高校訪

問等を体験しました。

３月 29日（金）に鷹

栖町に戻り、今後、報

告会を行う予定です。 

４月行事予定 


